
豊田市では、小規模な給水区域において、宅内漏水や漏水位置の特定に時間
を要することによる、配水池の水位低下の発生が課題となっています。 

そこで、つながる社会実証推進協議会の取組の一環として、豊田工業高等専
門学校及び中部電力株式会社とともに、水道スマートメーターの検針データを
活用した漏水判定に関する実証実験を以下のとおり実施します。 

実証実験では、検針データを AI で解析することにより、宅地内での漏水を
発見できるかどうか検証するとともに、漏水を起因とした給水区域全体への影
響について検証します。 

● 期間 令和 7 年 12 月 16 日（火）～令和 9 年 3 月末 

● 場所 （旭地区）下中切給水区域内 95 か所 

● 内容 

・上記宅地における水道スマートメーターの検針データを AI で解析すること
で、宅地内の漏水（異常値の自動判定）が発見可能かどうかについて検証す
る。 

・宅地内の漏水（異常値の自動判定）があった際に給水区域全体へどのように
影響するのかについて検証する。（例：大規模断水の可能性等） 

● 役割 

・豊田市 水道スマートメーター等の設置、宅地内の漏水（異常値判定）時の
市民への情報提供、現地対応及び大規模断水防止への有効性の検証 

・豊田高専 AI 解析による宅地内の漏水（異常値自動判定）プログラムの開発 

・中部電力 水道スマートメーターの提供 

 

 

 

 

 

水道スマートメーターを活用した漏水判定に関する実証実験を実施します 

検針データ 

現地調査 

メール 

異常検知 水道スマート 

メーター 

図 1 実証実験イメージ 



 

 

写真 1  実証実験に取り組むメンバー      写真 2  関係機関との打ち合わせ


